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総 務 企 業 委 員 会 会 議 録 

 

１．日  時  平成２５年３月２２日（金曜日） 

        午後２時４６分～午後２時５４分 

２．場  所  委 員 会 室 

３．出席委員  河 本 芳 久 委 員 長    山 中 佳 子 副委員長 

        竹 岡 昌 治 委  員    秋 山 哲 朗 委員（議長） 

    村 上 健 二 委  員    西 岡   晃 委  員 

三 好 睦 子 委  員    髙 木 法 生 委  員 

馬屋原 眞 一 委  員    坪 井 康 男 委  員 

４．欠席委員  な し 

 

５．出席した事務局職員 

  石 田 敦 司 議会事務局長  岩 﨑 敏 行 議会事務局補佐 

      岡 﨑 基 代 議会事務局主査     

 

６．説明のため出席した者の職氏名 

  村 田 弘 司 市    長  林   繁 美 副 市 長 

        波佐間   敏 総 務 部 長  倉 重 郁 二 総務部次長 
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    午後２時４６分開会 

○委員長（河本芳久君） それでは、只今より総務企業委員会を開会いたします。先

ほど、本会議におきまして、本委員会に付託をされました市長提出議案１件につき

まして審査したいと思いますので、御協力のほどよろしくお願いをいたします。 

議案第４２号美祢市職員の退職手当に関する条例の一部改正についてを議題とい

たします。執行部より説明を求めます。はい、倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） それでは、議案第４２号につきまして御説明を申し上

げます。議案書、参考資料お開き願いたいと思います。議案書につきましては、４

２－１、４２－２ページになります。参考資料につきましては、１ページからでご

ざいます。 

議案第４２号美祢市職員の退職手当に関する条例の一部改正についてでありま

す。これは国家公務員の退職給付の給付水準の見直し等のための国家公務員退職手

当法の一部を改正する法律が公布施行されたことに伴いまして、国に準じて市職員

の退職手当の支給水準を引き下げるものであります。内容といたしましては、退職

手当算定のために設けられました調整率、現行の１００分の１０４から平成２５年

４月１日から２６年３月３１日までを１００分の９８へ、２６年４月１日から２７

年３月３１日までは１００分の９２へ、２７年７月以降は１００分の８７へ段階的

に引き下げて支給行うものでございます。また今回の改正が退職給付における民間

との格差解消を目的としてることから、今回改正を行うものであります。以上で説

明を終わります。 

○委員長（河本芳久君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） １００分の１０４が９８になり、９２になり、８７になって

いくんですけど、この平均３年間で平均はいくらぐらいに減額なるんでしょうか。

（発言する者あり）退職金が平均にしていくらになるのでしょうか。 

○委員長（河本芳久君） よろしいですか、減額について、倉重総務部次長。 

○総務部次長（倉重郁二君） それでは只今の御質問にお答えいたします。基本的に

は給料月額や勤続年数等によって違いますが、試算をいたしますと平均なんですけ

ど、一人当たりになりますけど２５年度で１３０万円程度、２６年度で２７０万円

程度、２７年度で３８０万円程度の削減というふうになります。以上です。 
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○委員長（河本芳久君） ほかに質疑はございませんですか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） 御意見はございませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 提案説明の中で退職給付、民間均衡を図ることを目的とあり

ますけど、必ずしも均衡ではなくて、民間の、公務員は民間って言うか労働内の水

準を保ってると思うんですが、公務員が下がると、民間も公務員が下げたんだから

民間だって皆だんだん連動して下がってくるんではないかと思いますので、これに

は反対です。 

そして今言われたように３８０万、本当こういったことが本当に太い額ではない

かと思うんですが、そういう面から見た時に、わたしはこれにこの提案に反対をい

たします。 

○委員長（河本芳久君） 反対意見がございましたが、ほかに賛成意見。それでは反

対意見ございましたが、ほかに意見はございませんですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（河本芳久君） それではこれより、議案第４２号美祢市職員の退職手当に

関する条例の一部改正について採決をいたします。 

  本案について原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

    〔賛成者挙手〕 

○委員長（河本芳久君） 挙手多数によりまして、議案第４２号は原案のとおり可決

されました。 

  以上もちまして、本会議で本委員会に付託されました議案１件について審査を終

了いたします。御協力ありがとうございました。 

     午後２時５４分散会 
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  上会議の顛末を記載し、相違ないことを証するためここに署名する。 

 

平成２５年３月２２日 

 

総務企業委員長 


